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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチ

ック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS K 7018:1999 は改正され，この規格に置き換えられ，また，JIS K 7076:1991

は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 
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繊維強化プラスチック－ 

積層板の面内圧縮特性の求め方 

Fiber-reinforced plastic composites- 

Determination of compressive properties in the in-plane direction 

 

序文 

この規格は，複数の ASTM 及び ISO 8515 を参考にして 1995 年に発行された ISO/DIS 14126 を基に，JIS 

K 7056:1995 を取り込み 1999 年に制定した。今回改正したこの規格は，1999 年に発行された ISO 14126 を

基とし，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。今回の改正に当たって，炭素繊維強化プラ

スチックの面内圧縮試験方法を規定している JIS K 7076:1991 を取り込むとともに，新たな試験方法（方

法 4）を追加した。 

なお，この規格で側線及び点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JG に示す。 

 

1 適用範囲 

1.1 この規格は，繊維強化プラスチック複合材料の面内における圧縮特性に関して 4 種類の方法を規定

する。 

1.2 圧縮特性は，製品の仕様決定及び品質管理の目的で重要である。 

1.3 この規格は，次の 4 種類の試験方法及び 7 種類の試験片に対応するように構成されている。 

なお，試験方法，負荷方式，圧縮ジグ及び試験片形状の組合せ並びに圧縮ジグへの試験片の装着手順は

表 1 に従う。 

a) 試験方法 試験方法は，次の 4 種類がある。 

－ 方法 1 試験片にせん断荷重だけで圧縮力を伝える（標線間は不支持）。 

－ 方法 2 試験片にせん断荷重と端末荷重との混合荷重によって圧縮力を伝える（標線間は不支持）。 

－ 方法 3 試験片の平行部に座屈防止ジグを取り付け，端末に負荷する。キ字形試験ジグを用いる。 

注記 タブ付き試験片に関しては，端末負荷でもタブを通してのせん断力によって一部の荷重が，

試験片標線間に伝えられる。 

－ 方法 4 試験片に円筒サポート端末ジグによる端末負荷方式で圧縮力を伝える（標線間は不支持）。 

b) 試験片形状 試験片形状は，次の 7 種類がある。 

－ A 形試験片 長方形断面で，規定した厚さの端末タブ付き試験片。試験片寸法の異なる 3 種類（A1

形，A2 形，A3 形）の試験片がある。 

－ B 形試験片 長方形断面で，ある範囲内の厚さの端末タブを必要に応じて用いる試験片。試験片寸

法の異なる 3 種類（B1 形，B2 形，B3 形）の試験片がある。 

－ C 形試験片 平行部をもったダンベル形状の，端末タブは付けない試験片。 


